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李イ

・

明ミ
ョ
ン
バ
ク
博
大
統
領
に
対
し
て
、
日

本
で
は
そ
の
指
導
力
や
経
済

政
策
を
評
価
し
て
い
る
人
が
多
い
だ

ろ
う
。
近
年
の
韓
国
企
業
の
躍
進
の

イ
メ
ー
ジ
と
も
重
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
に
は
羨
望
の
感
す
ら
あ
る
だ
ろ

う
。

　

だ
が
、
海
外
に
い
る
と
、
あ
る
事

柄
や
人
物
に
対
す
る
評
価
が
日
本
人

と
そ
の
国
の
人
と
で
大
き
く
違
う
こ

と
は
よ
く
あ
る
。
先
日
発
表
さ
れ
た

「
各
界
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
４
年
間
の
政
権
評

価
」
で
は
、
李
明
博
大
統
領
に
対
し
て
意
外
な
ほ
ど
辛
口

な
意
見
が
多
か
っ
た
。
政
権
も
最
終
年
で
あ
り
、
国
民
の

政
策
運
営
支
持
率
が
25
％
程
度
な
の
は
理
解
で
き
る
と
し

て
も
、有
識
者
か
ら
は
22
％
で
し
か
な
く
、「
お
は
こ
」
で

あ
る
は
ず
の
経
済
運
営
が
「
経
済
分
野
で
の
二
極
化
が
進

ん
だ
」
と
、
最
大
の
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

最
大
の
評
価
点
は「
世
界
経
済
危
機
へ
の
積
極
的
な
対
処
」

で
あ
り
、
そ
の
両
面
性
が
疑
問
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
面
を
理
解
で
き
る
記
事
を
最
近

い
く
つ
か
目
に
し
た
。「
家
計
負
債
が
９
０
０
兆
ウォン

（
約
65
兆
円
）
を
超
え
、庶
民
の
財
布
の
苦
し
さ
が
増

し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
韓
国
で
も
日
本

同
様
、
住
宅
・
車
・
教
育
な
ど
の
ロ
ー
ン
を
利
用
し

て
家
計
を
や
り
く
り
す
る
人
が
多
い
。
記
事
を
解
釈

す
る
と
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
物
価
上
昇
や
ロ
ー
ン
金

利
の
支
払
い
を
、
収
入
の
伸
び
で
カ
バ
ー
で
き
る
層

と
そ
う
で
な
い
層
の
差
が
こ
こ
数
年
で
相
当
は
っ
き
り
し

て
き
た
と
い
う
問
題
に
帰
結
す
る
。

　

高
金
利
や
物
価
高
と
い
う
概
念
は
、
日
本
で
は
や
や
も

す
れ
ば
忘
れ
ら
れ
る
存
在
だ
が
、
庶
民
を
直
撃
す
る
経
済

政
策
へ
の
批
判
が
、
知
識
層
か
ら
も
厳
し
い
数
字
に
な
っ

「
何
か
問
題
が
あ
っ
た
ら
後
で

携
帯
に
電
話
す
る
よ
」。

日
々
の
業
務
で
、
上
司
か
ら
こ
う
言

わ
れ
つ
つ
帰
宅
す
る
企
業
戦
士
は
少

な
く
な
い
は
ず
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
昨

年
末
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
連
絡
が

入
っ
た
場
合
、
時
間
外
勤
務
と
認
定

さ
れ
か
ね
な
い
法
改
正
が
行
わ
れ

た
。

　

も
と
も
と
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
早
朝

勤
務
な
ど
の
際
に
会
社
や
自
宅
で
待

機
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
時
間
外
労
働
手
当
を
支
払

う
義
務
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
を
利
用
す

れ
ば
「
労
働
者
を
特
定
の
場
所
に
拘
束
し
て
い
な
い
」
た

め
、
こ
の
手
当
の
支
払
い
を
免
除
す
る
判
決
が
過
去
に
下

さ
れ
、
そ
の
認
識
が
定
着
し
て
い
た
。
だ
が
、
モ
バ
イ
ル

通
信
の
普
及
に
伴
い
、
指
示
を
受
け
て
不
特
定
の
場
所
で

業
務
の
問
題
解
決
に
当
た
る
こ
と
が
増
え
、「
そ
う
し
た
作

業
は
明
ら
か
に
時
間
外
勤
務
に
当
た
る
」
と
、
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
て
法
改
正
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
改
正
法
の
解
釈
に
つ
い
て
は

労
使
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
雇
用

者
側
は
「
作
業
の
指
示
と
実
際
の
作
業

な
ら
該
当
」
だ
が
、
労
組
側
は
「
た
と

え
５
分
で
も
、
時
間
外
に
メ
ー
ル
を
読

ん
だ
り
通
話
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
業

務
の
た
め
に
時
間
が
奪
わ
れ
れ
ば
該

当
」
と
い
う
立
場
。
５
分
の
残
業
手
当

を
出
す
の
が
現
実
的
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、「
休
暇
な

の
に
会
社
か
ら
携
帯
に
連
絡
が
入
っ
て
休
ん
だ
気
が
し
な

い
」
と
い
う
、
技
術
の
進
歩
で
逆
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
代
で
は
、
一
定
の
抑
止
力
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ア
フ
リ
カ
南
部
ジ
ン
バ
ブ
エ
の

ム
ガ
ベ
大
統
領
が
２
月
21

日
、
88
歳
を
迎
え
た
。
誕
生
日
は
首

都
ハ
ラ
レ
で
身
内
ら
と
小
さ
な
お
祝

い
を
し
、
同
25
日
、
東
部
ム
タ
レ
で

華
や
か
な
記
念
式
典
を
実
施
。
特
製

の
衣
装
を
身
を
包
み
、
元
気
な
姿
で

支
持
者
ら
に
応
え
た
。

　

ム
ガ
ベ
氏
に
つ
い
て
は
昨
年
９

月
、
内
部
告
発
サ
イ
ト
「
ウ
ィ
キ
リ

ー
ク
ス
」
が
公
開
し
た
米
外
交
公
電

（
２
０
０
８
年
６
月
４
日
付
）
で
、側
近
の
発
言
と
し
て
前

立
腺
が
ん
を
患
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
な
ど
で
の
渡
航
治
療
を
続
け
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

暴
力
が
ま
ん
延
、
政
情
が
混
乱
し
、
経
済
も
疲
弊
し
た

08
年
の
大
統
領
選
の
苦
い
記
憶
も
冷
め
や
ら
ぬ
状
況
下
、

国
民
の
関
心
は
次
期
大
統
領
選
に
注
が
れ
始
め
て
い
る
。

同
年
は
決
選
投
票
を
経
て
当
時
の
単
独
与
党
「
ジ
ン
バ
ブ

エ・ア
フ
リ
カ
民
族
同
盟
愛
国
戦
線（
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｕ
─
Ｐ
Ｆ
）」

候
補
の
ム
ガ
ベ
氏
が
５
選
。
し
か
し
、
選
挙
の
正
当
性
を

国
際
社
会
か
ら
非
難
さ
れ
、
同
年
９
月
に
旧
与
野
党
間
で

合
意
文
書
を
交
わ
し
、
選
挙
を
競
っ
た
当
時
の
野
党
「
民

主
変
革
同
盟
」
の
ツ
ァ
ン
ギ
ラ
イ
党
首
を
首
相
ポ
ス
ト
に

置
き
、
09
年
２
月
に
連
立
政
権
を
発
足
さ
せ
た
。
合
意
文

書
で
は
次
期
大
統
領
選
は
「
新
憲
法
発
足
後
」
と
さ
れ
た

が
、
新
憲
法
案
の
承
認
は
事
実
上
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た

状
態
だ
。
そ
ん
な
状
況
を
受
け
て
既
に
、
旧
与
野
党
と
も

に
選
挙
準
備
を
始
め
、
新
憲
法
を
待
た
ず
に
大
統
領
戦
に

突
入
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｕ
─
Ｐ
Ｆ
の
候
補
者
と
し
て
既
に
昨
年
12
月
に

指
名
さ
れ
て
い
る
ム
ガ
ベ
氏
は
、
ム
タ
レ
で
の
式
典
で
選

挙
間
近
と
伝
え
、「
暴
力
停
止
」
を
訴
え
た
。“
米
寿
”
を

迎
え
た
ア
フ
リ
カ
大
陸
最
高
齢
の
国
家
元
首
の
動
向
が
注

補正待ち

　

雇
用
・
業
務
規
定
を
定
め
、
労
使
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
を

履
行
す
る
重
要
性
が
増
し
た
と
言
え
そ
う
だ
。

（
美
代
賢
志
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
在
住
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

て
出
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
小
林
　
中
・
韓
国
住
友
商
事
会
社
社
長
）

目
さ
れ
る
。

（
高
尾
具
成
・
毎
日
新
聞
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
支
局
）

大統領への厳しい評価
物価高や高金利が影響

韓国

「何かあれば連絡する」は
時間外勤務になるか

ブラジル

国民の関心は大統領選
ムガベ氏の動向に注目

ジンバブエ

働き方が変わるか（サンパウロ）
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